
28　肝疾患センター

28－１  年度別対応者職種別件数 (件) 28－２  年度別相談方法別件数 (件)

区 分
2015

年 度
2016

年 度
2017

年 度
2018

年 度
2019

年 度
2019 年 度
構成比率(%) 区 分

2015
年 度

2016
年 度

2017
年 度

2018
年 度

2019
年 度

2019 年 度
構成比率(%)

医 師 28 17 22 34 20 16.4 来 院 273 32 140 173 122 100.0

メ デ ィ カ ル
ス タ ッ フ 307 194 136 167 102 83.6 電 話 62 179 18 28

合 計 335 211 158 201 122 100.0 合 計 335 211 158 201 122 100.0

28－３  年度別本人、家族別相談者件数 (件) 28－４  年度別性別相談者件数 (件)

区 分
2015

年 度
2016

年 度
2017

年 度
2018

年 度
2019

年 度
2019 年 度
構成比率(%) 区 分

2015
年 度

2016
年 度

2017
年 度

2018
年 度

2019
年 度

2019 年 度
構成比率(%)

本 人 289 191 142 182 118 96.7 男 性 138 106 88 93 65 53.3

家 族 30 7 12 19 4 3.3 女 性 197 105 70 108 57 46.7

医療関係者 16 13 4 合 計 335 211 158 201 122 100.0

合 計 335 211 158 201 122 100.0

28－５  年度別相談時間別件数 (件) 28－６  年度別内容別相談件数 (件)

区 分
2015

年 度
2016

年 度
2017

年 度
2018

年 度
2019

年 度
2019 年 度
構成比率(%) 区 分

2015
年 度

2016
年 度

2017
年 度

2018
年 度

2019
年 度

2019 年 度
構成比率(%)

5 分 未 満 22 21 12 13 1 0.8
セ カ ン ド
オ ピ ニ オ ン 26 15 22 21 20 16.4

5 － 10 分 8 28 13 15 10 8.2 当 科 受 診 10

11 － 15 分 1 28 46 33 15 12.3 他 の 病 院 4 1 1 4

16 － 20 分 8 56 55 62 25 20.5 情 報 提 供 70 79 43 51 7 5.7

21 － 30 分 296 78 32 78 48 39.3
インターフェ
ロ ン 助 成 209 116 90 115 88 72.1

31 分 以 上 23 18.9
今後の対応
な し

26 2 7 5.7

合 計 335 211 158 201 122 100.0 合 計 335 211 158 201 122 100.0

28－７  年度別疾患別相談件数 (件)

区 分
2015

年 度
2016

年 度
2017

年 度
2018

年 度
2019

年 度
2019 年 度
構成比率(%)

慢 性 肝 炎 302 181 129 159 103 84.4

肝 硬 変 5 1 4 4 2 1.6

肝 癌 12 13 2 20 15 12.3

そ の 他
(不明含む )

16 16 23 18 2 1.6

合 計 335 211 158 201 122 100.0

兵庫医科大学病院が2008年4月に県内唯一の肝疾患診療連携拠点病院に選定された。これを契機に、肝疾患に関

する最新情報を広報すること、さらに各科が合同で最高水準の医療を提供することを目指し、肝疾患センターを

開設した。

運営は、主に肝・胆・膵内科、肝・胆・膵外科、および放射線科に所属する肝臓専門医が合同で行っており、

肝疾患の診断と治療に関して各科の垣根を取り払った集学的で質の高い医療の提供が可能となっている。

現在肝疾患センターにおいては、肝疾患に係る一般的な医療情報提供、県内の医療機関等に関する情報の収集

や提供、医療従事者を対象とした講演会の開催や肝疾患に関する情報支援、肝疾患に関する専門医療機関との協

議の場の設定を主な役割としている。特に肝疾患に関する情報提供としては、毎年医師向けに「肝疾患診療連携

フォーラム」を4回、患者さん向けに「肝臓病教室」を4回開催しているが、2019年度は新型コロナウイルスの影

響もあり、3回のみとなっている。患者さんからの肝臓病に関する質問への対応については、電話での相談や必要

に応じて医師の直接面談（要予約）で答えているが、今後は新型コロナウイルス対策を考慮したうえで、情報提

供、情報支援等に力を入れていきたいと考えている。
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